
高圧標準メニューの見直しについて



高圧標準メニューの見直しについて １

このたび、昨今のエネルギー価格高騰や市場動向等を踏まえ、高圧標準メニューを以下のとおり
見直しを行い、高圧のすべてのお客様に適用させていただくこととしました。

①市場価格調整の導入

＜見直し概要＞

②燃料費調整の前提諸元の見直し

供給力の一部を卸電力取引市場より調達することから、
市場価格の変動を電気料金に反映する「市場価格調整」を導入します

最新のエネルギー価格等を反映し、燃料費調整に係る前提諸元を見直しします

③電力量料金単価の見直し

燃料費調整の前提諸元の見直しに伴い、電力量料金単価を見直しします



見直しによる電気料金への影響 ２
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①市場価格調整の導入について ３

□市場価格調整額の算定方法

市場価格調整額 ＝ 市場価格調整単価 × 1カ月の使用電力量

□市場価格調整単価の算定方法

市場価格調整単価 ＝ （ 平均市場価格 － 基準市場価格 ） × 調整係数

プラス調整基準 ：1３円/kWh
マイナス調整基準： ６円/kWh

調整係数：0.284

□平均市場価格の算定方法

算定期間 毎月２１日～翌月20日までの卸電力取引所が公表する九州エリアにおけるスポット市場価格の1カ月単純平均値

算定対象
全日単価＝算定期間における全日（２４時間）の単純平均値
昼間単価＝算定期間における昼間（毎日6時～18時まで）の単純平均値

調整係数
（δ１，δ２）

全日と昼間における調達電力量の構成比を表す係数となります
δ１（全日）＝0.4627，δ２（昼間）＝0.5373

平均市場価格 ＝ 全日単価 × δ１ + 昼間単価 × δ２
デルタ デルタ

これまでの燃料費調整額に、新しく「市場価格調整」によって算定された市場価格調整額を加え、
燃料費等調整額として、約1カ月半後の電気料金に反映いたします。



①市場価格調整の導入について ４

＜市場価格調整単価の算定イメージ＞

パターン 市場価格 平均市場価格 市場価格調整単価

①調整なし

全日単価

10.00
8.93

（全日単価×δ１+昼間単価×δ2）

調整なし
※平均市場価格6～１３円の範囲では

調整は行われません昼間単価

8.00

②プラス調整

全日単価

15.00
13.93

[全日単価×δ１+昼間単価×δ2]

+0.26
[（13.93-13.00）*0.284]昼間単価

13.00

③マイナス調整

全日単価

6.50
5.43

[全日単価×δ１+昼間単価×δ2]

-0.16
[(5.43-6)*0.284]昼間単価

4.50

[単位：円/kWh]

※係数δ１（全日）＝0.4627 係数δ２（昼間）＝0.5373



①市場価格調整の導入について ５

参考：2023年度の平均市場価格の実績推移

[円/kWh]

プラス調整基準：13

マイナス調整基準：6

5月の平均市場価格 ：４．４２円/kWh
算定期間   ：5月21日～6月20日
電気料金への反映月 ：8月（使用期間：7月1日～7月31日）
市場価格調整単価 ：-0.45円/kWh

電気料金への影響 ＝ 1カ月の使用量 × -0.45円/kWhの値引き

市場調整なし



②燃料費調整の前提諸元の見直し ６

項目 現行 見直し後

係 数

α 0.0053 0.0028

β 0.1861 0.1819

γ 1.0757 1.0863

燃料価格 X 27,400円 46,100円

基準単価
（1キロワット時につき）

特別高圧 0.128円 0.096円

高 圧 0.130円 0.098円

＜見直し内容＞

最新のエネルギー価格等を反映し、燃料費調整に係る前提諸元となる
「係数」、「燃料価格」、「基準単価」を以下のとおり見直しします。

具体的には、２０２４年１月分の燃料調整費「+2.47円/kWh」を「0円/kWh※」になるよう
前提諸元の見直しを行うことで、今後の変動幅を縮小しております。

※２０２４年１月分以降は、見直し後の前提諸元を基に算定した燃料調整費が適用されます。



③電力量料金単価の見直し ７

②燃料費調整の前提諸元の見直しにより、お客さまのご負担が変わらないよう
電力量料金単価を以下のとおり見直しします。

見直し前の
電力量料金単価

2024年1月分の
燃料調整費

+2.47円

＋

見直し前の
電力量料金単価

見直し前 見直し後

同水準

＜電力量料金単価の見直し＞

+2.47円を
電力量料金に加算

需要家様の
ご負担は変わりません

見直し後の
電力量料金単価

見直し内容適用後

±見直し後の
燃料等調整費

燃料調整費
市場価格調整費

プラス調整

マイナス調整

燃料調整費「0円」
見直し内容
適用後の
電力量料金

見直し内容の適用後は、
「②燃料費調整の前提諸元の見直し」により
算定された燃料調整費が適用されます。

見直し前の電力量料金単価に、「2024年1月分の燃料調整費」を加算します。
※見直し後の燃料調整費の基準は、上記加算額と同水準のため、ご負担は変わりません。



③見直し内容の適用時期 ８

見直し内容については、2024年5月以降の契約更新に合わせて順次見直し後の
標準メニューを適用します。

例）
・2024年5月に契約更新となるお客さま ⇒ ６月分請求書から見直し後の標準メニューを適用

（使用期間：5月1日～5月31日）
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